
令和6年度事業報告　

①全体の概況

　今年度は、全体研修については9月からe-ラーニングへの移行した。６、８、３月の３回は外部

講師による研修を実施した。

②活動報告

　２ヶ月毎に定例の委員会を実施した。法定研修の項目を基本として、テーマを検討した。全

体研修においては、参加率が向上するように委員の連携を強めた。e-ラーニングは、進捗状

況を確かめると共に、成果と課題を共有しながら進めていった。

①全体の概況

  年間を通して施設内での感染症が発生し、全体での対応としては、各部署との連携を図り

蔓延をできるだけ防ぐようにした。しかし、コロナ感染症も５類になってからは、各部署での

対応が中心になるため、備品の管理や研修をきちんと深められるように行うことが今後の課題。

②活動報告

　年２回の研修会を実施した。また、ｅーラーニングを利用し、様々な視点からの研修への

取り組みを実施することができた。ＢＣＢ計画の策定についても、各部署からの報告をうける

ことで、感染委員会でもしっかり確認することができた。

①全体の概況

本年度より導入されたeラーニングによって全体研修会を実施。ヒヤリハット、事故報告書の集計及び

内容周知と、B判定以上の委員会内検討を行い、事故の再発防止を行なってきた。

②活動報告

3ヶ月毎に定例委員会を実施。集計した事故事例の報告及び対応策検討を行ってきた。年2回の研修会

を本年度よりeラーニングにより実施。ただ、施設内外で頻発している、より時期を得た研修を組み込みた

くとも、都合の良い研修内容がeラーニング内に含まれていない、といった懸案事項も残った。

①全体の概況

　BCP（事業継続計画）に基づき、６月に荒尾市と「福祉避難所協定」を締結。福祉課や白寿園、

オレンジヒル小岱等との避難所開設訓練に参加した。今後は地域との連携・貢献を図りたい。

②活動報告

5月　ケアハウス防災訓練（夜間想定）開催。6月　「福祉避難所協定」を荒尾市と締結。

11月　荒尾市防災訓練にて白寿園福祉避難所開設訓練に参加。

同11月　防災訓練（昼間想定）開催。3月　福祉課主催「福祉避難所意見交換会」参加。

①全体の概況

　「こころの健康計画」を活用・実践し、メンタルヘルスではセルフケア促進を年間テーマとして

資料配布等を行った。今後は相談体制や教育・研修、プライバシー保護について強化して行く。

②活動報告

・定例会議を毎月開催し、年間計画の「月別実施事項」に基づいて活動する。

・産業医による「腰痛予防検診」を７月及び翌年１月に実施する。

・「第８回ストレスチェック」を全職員対象で実施する。

①全体の概況

年4回の委員会開催と、年1回の全体研修会(出前講座）を通じて、施設内、在宅での高齢者虐待の防止に対する

知識の強化と、施設内での身体拘束軽減、書類の保管を行ってきた。e-ラーニング導入　

②活動報告

委員会内では高齢者虐待事例、裁判所判断の判例を取り扱い、部署間での共通認識を高めていった。

e-ラーニング導入「身体拘束とその弊害」「虐待・身体拘束防止の介護ケア」1月度配信研修あり

6,9,12,3月に委員会開催。7.1月に資料配布。

6.　身体拘束廃止委員会
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